
 

       

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

～地域密着型サービスについて～ 

 

 
                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１７ 
２００８・春 

認知症高齢者や一人暮らしの高齢者が増加しています。特に、認知症高齢者は住む環境が

変わったり、長年培ってきた人間関係が断絶してしまうと状態が悪化することが指摘されて

います。 

そこでこうした方々ができる限り住み慣れた地域で、地域の実情に合った多様で柔軟な介

護サービスが受けられるよう、平成１８年度より「地域密着型サービス」が創設されました。   

前号の１６号では栄区にある公的な高齢者施設、「介護老人福祉施設（特別養護老人ホー

ム）」と「介護老人保健施設」について取り上げましたが、今回は引き続き介護保険で利用

できる栄区の高齢者施設の中から「地域密着型サービス」の二つのタイプ、すなわち「①小

規模多機能型居宅介護施設」と「②認知症対応型共同生活介護施設（グループホーム）」を

取材、紹介いたします。  

 「小規模多機能型居宅介護施設」（定員２５人未満）では住み慣れた地域で「通いを中心

に、訪問、泊まり」を組み合わせたサービスがなじみのあるスタッフにより提供されます。

一方、「認知症対応型共同生活介護施設」では、認知症高齢者が家庭的な雰囲気の中、５～

９人で共同生活を送りながら日常生活の介護を受けます。居室、居間、食堂、浴室などを備

え、利用者がそれぞれ役割をもって家事をするなどして、認知症の症状の進行を緩和し、安

心して日常生活が送れることをめざしています。  

 いずれの「地域密着型サービス」でも市町村が指定権限をもち、ここ横浜市においては介

護認定を受けた市民のみの利用が可能という点が、「介護老人福祉施設」や「介護老人保健

施設」と大きく違います。  
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① 小規模多機能型居宅介護施設  
 住み慣れた地域で「通いを中心に、訪問、泊まり」を組み合わせたサービスが提供されます。 

 

「晴」 外観からは普通の住宅である建物。デ

イサービス（以下「通い」）の人達が送迎のワゴ

ン車から降りて入っていきます。環状４号線の光

明寺バス停から直ぐで、ここが今年２月から始ま

ったばかりの「社会福祉法人杜の会」が運営して

いる「晴」です。つい１ヶ月前まで８年間「デイ

サービス」を行っていて、この２月より対応幅の

広い小規模に切り替えました。  

介護職歴１０年、所長の三浦孝紀氏に話を伺い

ました。「通い」は１０時～１６時だが事情によ

って早くからも受ける事もあります。現在１５名

と契約しており、１日の定員は「通い」１２名、

「泊まり」４名まで。それを職員１１人、看護師

４人、調理員２名、運転手１名で支えています。   

介護度４の人が多く、要支援の人は受けていま

せん。ご家庭との間を密にするため、できるだけ

近くの人優先で受けたいが、今は遠方からも受け

ています。 

間取りは、大部屋のダイニングキッチンで、台

所も見える所にあり、自宅と変わらない雰囲気が  

出ています。寝室は仕切り戸を引き個室に出来ま

すが、利用者さんの希望によっては開けて利用し

ます。勤続年数の長い職員が多く、食事の美味し

い事もＰＲの一つです。住み慣れた地域で「在宅」

を続ける事の大切さを力強く語られる三浦さん

と話していると、自分の母親をお願いすれば良か

ったなあと思えてきます。 

職員さん 

達が親身に 

なって話し 

相手をして 

いる姿を見 

て、夕方の 

帰宅があっ 

という間に 

来てしまう 

のだろうと、取材をしている私達も暖かくなりま

した。 

◆連絡先：栄区上郷町 969-1 

      045-896-0668 

◆ＨＰ ：http:www.morinokai.or.jp 

「かりん」 元酒屋の店舗を改装した小規模

多機能型居宅介護施設｢かりん｣は、小菅ヶ谷 3

丁目の住宅街にあります。  

訪れた日は、ちょうど昼食が終わって、10

人程度の皆さんが床暖房でポカポカのリビン

グでテーブルを囲み、楽しげに談笑していると

ころでした。とても家庭的で、和やかな雰囲気

を感じました。 

「現在の登録者数は 21 人、地域密着型の施設

なので、ご利用者は近隣にお住まいの方が多い

ですね。一人ひとりには、それぞれの自分らし

い生活があります。自分の家で心豊かに過ごし

たいと思っている方が、その希望を遂げられる

よう、寄り添って支援することを第一に考えて

います。介護度の重い人から比較的軽い人まで

を対象に『通い』中心の対応をしています。 

食事作りやおやつ作りの手伝いや、一人ひと

りに合わせたレクリエーション、散歩、子供達

との触れ合いなどを通して、利用者にとって第

２の家といえるよ 

うなサービスを 

心掛けています」 

と、福祉関連の仕 

事一筋３０年とい 

う管理者の後藤京 

子さんが熱っぽく 

語ってくれました。 

 

◆連絡先：栄区小菅ヶ谷 3-62-2 

      045-895-6006 

◆ＨＰ  ：http:www.h2.dion.ne.jp/~kuruminj 

 

その他のサービス事業所 

事業所名        所在地    電話番号 

小規模多機能型居宅介護 くるみ 栄区本郷台４－２８－１２ ０４５－８９３－７５１７ 
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② 認知症対応型共同生活介護施設（グループホーム） 
認知症高齢者が家庭的な雰囲気の中、少人数での共同生活を送りながら日常生活の介護を受けます。 
 

「のぞみの家・上郷」  名刹光明寺に程近

い住宅地にあり、屋内からは家並みや山が望める

開放感のある真新しい建物です。 

訪問した日、明るい日差しが差し込むリビング

で、皆さんテレビを観たり、職員さんとおしゃべ

りしたり、唄を歌ったり、笑い声が絶えない明る

い雰囲気でした。 

現在、16 人が入居されているとのこと。施設

長の鈴木正巳さんにお話を伺いました。 

 施設では、入居された方が穏やかに安らぎ・語

らい・楽しみながら暮らせるように気配りし、ま

さに家庭と同じ雰囲気で生活できるように心が

けているとのことです。一緒に食事を作ることも

その一環。庭では野菜も作っているそうです。 

「食べきれないくらいできるんですよ」と鈴木さ  

ん。グループホームは認知症の方を対象とした施

設なので、「話を聞くこと。否定しないことが大

切」との 

こと。入居者 

に対する丁寧 

な対応がとて 

も印象的でし 

た。 

 

 

◆連絡先：栄区上郷町 972-5 

     045-306-5512 

 

「ちいさな手横浜さかえ」氷雨のふる寒

い日、栄区長沼町の住宅街に建つグループホーム

「ちいさな手横浜さかえ」を訪問しました。  

人目をひく洋風の建物内に一歩足を踏み入れ

ると、床暖房の温かいフロアが私たちを迎えてく

れました。クリーム色で統一された室内に、思い

思いに椅子に座ってテレビを観ていたり、お昼寝

中の方もいたりと、なんとも家庭的で和やかな雰

囲気です。 

見渡すとフロアの一角で洗濯物を干している

方もいます。 

ホーム長の高橋健作さん、介護主任渡邊けい子

さんにお話を伺いました。「２年前に建ったばか

りですが、満室です。ご覧のとおり入居者の方に

はできることはやっていただいています。皆  

さん仲が良いし、職員とのコミュニケーションも

よくとれていると思います。」天気の良い日は近

くの公園まで散  

歩をしたり買 

い物にも行く 

そうです。「も 

っと外出の機 

会を広げたい」  

と語る高橋さ 

ん。個室もリ 

ビングも廊下 

さえもゆったりとした広さで、羨ましいほど素敵

なグループホームでした。  

 

◆連絡先：栄区長沼町 478-1 

     045-869-2929

 

その他のサービス事業所 

事業所名        所在地    電話番号 

グループホーム すみれそう 栄区小菅ヶ谷３－６２－２ ０４５－８９５－５００１ 

グループホーム  

クロスハート田谷・栄 
栄区田谷町１２４９ ０４５－８５８－３３３０ 

グループホーム さくら園 栄区金井町字内田１６００ ０４５－８５８－３０３８ 

ゼロケア長沼町センター 栄区長沼町８３６－４ ０４５－８９７－７７００ 

グループホーム 湘南かさま 栄区笠間３－２０－２７ ０４５－８９３－１７７０ 

グループホーム ひかり横浜本郷台 栄区飯島町２３１０ ０４５－８９４－８８６９ 
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★支えあい連絡会ホームページ http://ｗｗｗ.katuradai.com/ 

★  

★  
★編集・制作/横浜市桂台地域支えあい連絡会広報分科会 お問い合わせ/℡０４５（８９７）１１１１（桂台地域ケアプラザ 楠原・石黒） 

本郷中央地区支えあい連絡会全体会報告 

開催日時 ２月８日（金）１４時～   於：桂台地域ケアプラザ多目的ホール 

 

平成１９年度第 2 回の会合が、寒さの続く２

月８日にケアプラザで開催された。  

出席者は、自治会関係者１１名、地域福祉分

科会１０名、ボランティア分科会９名、行政７

名、他７名、合計４４名。先ず、地区社協の亀

澤氏から「地区福祉増進協働事業計画」の説明

が行われた。これは自治会を訪問しテーマを 7

つに纏めたもので、①福祉関連組織の有無  ②

委嘱委員との連携  ③福祉の課題  ④災害対

策  ⑤要援護者の見守り  ⑥バス運行  ⑦防

犯対策に分類されている。  

引き続き、５つの分科会から活動報告がされ

た。嬉しいのは「子育て支援分科会」から、最

近２人目３人目を出産されたママが増えて来

ていると報告された事。悲しいのは「ボランテ

ィア分科会」から、講座に応募する人が減った

との報告。これは団塊の世代が地域に戻って来

ると言われながら、次代を担うボランティアが

増えない、高齢化が進むと言う傾向に歯止めが

掛からない事を示している。  

更に、民生委員の欠員が多く困っているとの

報告もあった。また、区役所から、「地域見守

り活動推進事業の方向性」の説明があった。自

治会関係者から突っ込んだ意見が出され、「定

期訪問」と「ネットワーク」の関係が議論され

たが、地域による差は容認するとの説明がされ

た。補助金の支給は継続交付を廃止する旨の説

明が区よりあった。来年度に関しては新たな形

での支援をしていくとの事。新たに、「災害時

の要援護者支援」を活動に取り入れて欲しい旨

の要請があった。

 

上郷西地区支えあいネットワ－ク連絡会全体会報告

開催日時 3 月２１日（金）14 時～  於：桂台地域ケアプラザ多目的ホール 

  

平成１９年度第 2 回の会合が 3 月２１日

桂台ケアプラザにて３５名が出席して開催

された。  

今回は新しく着任された方が多く出席さ

れていて、新鮮味のある報告が出された。  

先ず、５つの分科会から活動報告が行われ

た。主な報告は、◆「地域福祉分科会」では

来年度活動目標を一段階進めて「多彩に交流

するまちづくり」にする事。ハンドブックに

よる高齢者への活動紹介を完了し、青少年に

よる地域活動の「実態調査」を開始する。◆

「子育て支援分科会」から、新サロン「ママ

とも広場アロハ！」が紹介された。次に、◆

犬山町会福祉部から「ワンコイン・サロン」

を開催してきた状況が報告された。◆区役所

からは、補助金の継続交付は廃止する旨の説明

があった。それに対して、理解はするが突然無

くなると活動が混乱する事も認識して欲しい

との反論が出された。これに対しては、新規事

業を企画し補助金を受ける等の方法か、ケアプ

ラザの支援を受けられないか考えてみて欲し

い、との提案があった。更に、見守り活動は「災

害時における要援護者支援」に重きを置いたも

のにシフトしていくので、地域でも考えて欲し

い。この会の出席者は、自治会町内会、公的団

体、ボランティア団体、行政から幅広く担当者

が集まった。地域の団体が抱える問題を関係者

一同の前で明確化し、行政の施策でどう解決でき

るかを議論した。地域福祉全体が見渡せる会と

なった。  

 

 

平成19年度最初の上郷西地区支えあいネットワーク

の集会が 10 月 19 日、桂台地域ケアプラザで開催され

ました。自治会関係者はもとより、地域で活動する各種

団体、栄区役所の福祉関係者、また地域支えあい連絡会

の方々など総勢 36 人が出席、議題にそって話し合いが

行われました。 

 今回は 10 月に発行された「上郷西地区支えあいネッ

トワークハンドブック」の紹介と、災害時要援護者対策

を視野に高齢者への安否確認をするといった防災訓練

を実施した西ヶ谷団地の取り組みが発表され、意見交換

が活発に行われました。特に西ヶ谷団地の取り組みは他

の自治会からも注目を集め、「住民の名簿の作成を進め

ている」とか、「助けが必要な人に手をあげてもらい、

編集後記 

●「春よ来い」と唄ったら黄砂と花粉が飛んできた。さ

くら吹雪に浮かれる春が待ち遠しい。  (K.I) 

●10 人 10 色の老い方があり、周囲は色々とサービスの内容を考え

る。A＋B＋C であれ B＋C であれ、答えはどれも「幸せ」になるよ

うお願いしたい（R.S） 

●今回訪問させていただいた事業所の皆さんの、暖かい

思いにふれる事が出来ました。  (T. K) 

 

●小規模多機能を取材。何れも地域福祉に情熱を燃やす 人

達、驚く程純粋で情熱的。未だ頭の中に計算尺を持つ私に

は異境の感。この人達が羨ましい。 (J.N) 

●今回の取材で介護保険制度と地域福祉のあり方、急速な

高齢化と担い手の問題、自分の将来に丌安を感じた (T.S) 

●経営環境が厳しい福祉事業、福祉への熱き心で誠心誠意

打ち込んでいる関係者の皆さんの姿に心を打たれました

（T.U） 
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